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右副肝動脈が肝腸問膜動脈幹から分枝した1例
　　A　case　of　right　accessory　hepatic　artery　arising
　　　　　　from　the　hepatomesenteric　trunk
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【要旨】東京医科大学解剖学実習で腹腔動脈を形成しないために生じた肝臓およびその周辺に分布する動
脈の分枝異常の1例に遭遇したので報告する．本例は腹腔動脈が形成されず，左胃動脈と脾動脈が共同幹の
胃脾動脈幹を，総肝動脈と上腸間膜動脈が共同幹の肝腸問膜動脈幹を形成していた．肝腸問膜動脈幹は膵臓
の背側で右副肝動脈を分枝し，膵臓下縁で総肝動脈と上腸間膜動脈に分岐した．総肝動脈は膵臓実質内を貫
通し，膵臓上縁にでた後に後上膵十二指腸動脈，固有肝動脈，右胃動脈，右大網動脈を分枝した．このよう
な肝臓周囲に分布する動脈の分枝形態を発生学的に検討すると，その走行から通常の総肝動脈の起始の異常
ではなく経路が欠如したものであり，本例ではその代償として別経路である右副肝動脈および後膵動脈と前
膵十二指腸動脈との吻合による総肝動脈が生じたのではないかと考えられた．
はじめに
　腹部内臓，特に肝臓周囲の動脈は多くの分布の変異
を有し，解剖学的にも臨床的にも重要な血管系であ
る．その中で総肝動脈と上腸間膜動脈とが共同幹であ
る肝腸間膜動脈幹を形成するものは今までO．4％
（Adachi1）），3．0％（塚本2）），1．9％（正村3））と報告され
ている．当大学の解剖学実習において日本人男性に，
肝腸問膜動脈幹から右副肝動脈が分枝した後に，総肝
動脈と上腸間膜動脈に分岐し，さらに総肝動脈が膵臓
実質内を貫通するというまれな分岐様式を示す破格
例に遭遇したので発生学的検討を加えて報告する．
所 見
　肺癌で死亡した89歳の日本人男性（遺体番号No．
97039）に見いだされた肝臓周囲の動脈分布の変異に
ついて述べる（Fig．1）．
　腹大動脈（A）は第1腰椎上縁で横隔膜を貫いたの
ち，通常の腹腔動脈は存在せず，すぐに左下横隔動脈
（Ip，外径1．0　1nm）を腹大動脈の左前面より出し，それ
より下方10mmの前面で左胃動脈（Lg）と脾動脈
（Sa）とが共同幹を形成し胃脾動脈幹（Gt，外径5．3
mm）を分枝，さらに胃脾動脈幹より7mm下方で総
肝動脈（Ch）と上腸問膜動脈（Sm）とが共同幹を形
成した肝腸間膜動脈幹（Ht，外径10．O　mm）を腹大動
脈前壁から分枝した．
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Fig．　1Diagram　of　the　gastrosplenic　and　hepatomesenteric　trunks．
Abbreviations　for　figures．
A：　abdominal　aorta，　Ca：　cystic　artery，　Cb：　common　bile　duct，　CH：　usual　common　hepatic　artery，　Ch：　common
hepatic　artery　（the　dorsal　pancreatic　artery　anastomoses　with　the　anterior　superior　pancreaticodoudenal　artery），　Ct：　celiac
trunk，　D：　duodenum，　Dp：　dorsal　pancreatic　artery，　G：　gall　bladder，　Ga：　gastroduodenal　artery，　Gt：　gastrosplenic
trunk，　Ht：　hepatomesenteric　trunk，　lp：　inferior　phrenic　artery，　lpa：　inferior　pancreaticoduodenal　artery，　L：　liver，
La：　left　accessory　hepatic　artery，　Lg：　left　gastric　artery，　Lge：　left　gastroepiploic　artery，　Mc：　middle　colic　artery，　P：
pancreas，　Ph：　proper　hepatic　artery，　Psp：　posterior　superior　pancreaticoduodenal　artery，　Pv：　portal　vein，　Ra：　right
accessory　hepatic　artery，　Rg：　right　gastric　artery，　Rge：　right　gastroepiploic　artery，　S：　Spleen，　Sa：　splenic　artery，　Sd：
superior　duodenal　artery，　Sg：　short　gastric　artery，　Siv：　subintestinal　vein，　Sm：　superior　mesenteric　artery，　Smv：　supe－
rior　mesenteric　vein，　Sp：　superior　pancreaticoduodenal　artery，　St：　stomach，　Sv：　splenic　vein
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Branching　of　the　gastrosplenic　trunk．
　　胃脾動脈幹はすぐに左胃動脈（Lg，外径3．8　mm）と
脾動脈（Sa，外径4．5　mm）に分かれた．左胃動脈は62
mmで胃小蛮に達したが，その間に肝臓に向かう左副
肝動脈は見られなかった．脾動脈は分岐後190mm経
過して脾門に到達したが，走行は蛇行が著しかった
（Fig．2）．また，脾門近くで下方に左胃大網動脈（Lge），
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上方に短胃動脈（Sg）を分枝し，短胃動脈からは1本
出門に向かう枝があった．
　肝腸間膜動脈幹は膵臓の背側を通り起始部より40
mm経過後，膵臓の背側で右副肝動脈（Ra，外径4．5
mm）を分枝，さらに15　mm下方つまり膵臓下縁に肝
腸脚長動脈幹が出たところで血肝動脈（Ch，外径4．8
mm）と上山問膜動脈（Sm，外径8．O　mm）に分かれ
た．
　右副肝動脈は門脈（Pv）の背側を走行し，脾静脈
（Sv）より上方で門脈の右側より門脈の腹側に出て肝
腸間膜動脈幹から分枝後80mmで肝門に至り，肝右
葉に入ったが，その手前で胆嚢動脈（Ca）を分枝した
（Fig．　3）．
　総肝動脈は膵臓方向に上行し肝腸問膜動脈幹から
分岐後12mmで膵頭と膵体の境界付近の後面で膵臓
実質内に入り，膵臓実質内を20mm走行し，膵臓上縁
より再び腹腔内に出て5mmで後上膵十二指腸動脈
（Psp，外径3．O　mm）を，25　mmで固有肝動脈（Ph，外
径4．lmm）を分枝し，さらに7mm後に右胃動脈
（Rg，外径3．6　mm）と右胃大網動脈（Rge，外径3，5
mm）に分かれた（Fig．4）．固有肝動脈は門脈の腹側を
53㎜走行後，肝門に達するがその直前に2本に分岐
し，肝試葉と方形葉，尾状葉に分布した．また，面面
動脈は左上動脈と吻合し，右胃大網動脈は左胃大網動
脈と吻合していた．上腸問膜動脈は分岐後5mmで副
膵十二指腸動脈（Ipa）と中結腸動脈（Mc）の共同幹
を出した．
考 察
　これまで腹腔一上品問膜動脈系の分岐様式の分類
は，森田4）が腹腔動脈型と腹腔腸間膜動脈型として左
胃動脈，脾動脈，総肝動脈，上面隔膜動脈の起始の組
合せを発生学的に考えまとめている．この分類法では
本例は左胃動脈と脾動脈，総肝動脈と高詠問詰動脈が
共同幹を形成している点ではIV’に一致し，現在まで
の多くの報告はこの分類に当てはまっている．
　しかし，本例の特徴は肝腸問膜動脈幹が右副肝動脈
を分枝した後，総肝動脈と上腸間膜動脈に分岐してい
ることである．この右副肝動脈は発生学的には腹腔動
脈の直接枝か上腸間膜動脈から起始する5）といわれて
いるが，本心の場合は腹腔動脈が欠如しているため右
副肝動脈は上腸間膜動脈からの分枝となる．したがっ
て本訴は上腸間膜動脈の尾方に総髭動脈が起始する
ということになり総肝動脈の尾方に上腸間膜動脈が
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Fig．3　Branching　of　the　hepatomesenteric　trunk　in　the　dorsal
　　　side．
発生するとする説6）を支持しない．
　つまり，本絵は森田の分類のような総肝動脈の起始
の異常とみるより通常の総肝動脈の経路が欠如した
ことにより，別の経路をとる動脈の末梢の吻合がこれ
を代償したのではないかという考え7・8）を支持してい
る．
　そこで本例の懸盤磯際動脈幹の枝を通常の醜態動
脈欠如の場合にこれを代償する可能性のある動脈と
して考えてみると，一つは右副肝動脈であり，もう一
つは本例の総肝動脈が膵頭と膵体の境界付近の後面
より膵臓上縁へと膵臓実質内を貫通した後に固有肝
動脈などを分枝するという走行から，三木6）のいう消
化管に分布する動脈の分節枝であるA、，、，4の左枝の縦
吻合のうち後膵動脈（Dp）と上膵十二指腸動脈（Sp）
の枝である前上膵十二指腸動脈との吻合により生じ
た動脈が残ったのではないかと考えられ（Fig．　5），本
例は2つの代償する動脈をもつ複合型であることが
わかる．
　右副肝動脈は多くの記載1・3）があり，後膵動脈と前上
膵十二指腸動脈の吻合は本例以外に解剖の所見では
Michels9）が1例のみ報告している．しかし，本例のよ
うな複合型は現在まで報告がない破格例である．
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Fig．4　Branching　of　the　common　hepatic　artery．
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Fig．5　Diagram　of　the　genesis　of　the　arteries　of　the　gastrointestinal　canal　（Gc）　and　liver　by　Miki　（1973）．
　　　Ct：　Ain－A3，　Sm：　A4rvA6，　CH：　usual　common　hepatic　artery．
　臨床解剖学的にも，膵臓周囲から肝臓に向かう本四
のような動脈は，腹部手術の際誤って傷つけられ，肝
臓壊死を引き起こす可能性を有するものとして考慮
すべき血管だと思われる．
ま　と　め
　1．腹腔動脈は形成されず，左胃動脈と脾動脈とが
胃脾動脈幹，総肝動脈と上騰間膜動脈とが肝腸間膜
動脈幹を形成していた．
　2．肝腸間膜動脈幹から右副肝動脈が分枝した後，
総肝動脈と上腸間膜動脈が分岐し，総肝動脈は膵頭と
膵体の境界付近の後面より膵上縁へと膵臓実質内を
貫通していた．
　3．発生学的に検討し，本夕は総肝動脈の起始の異
常ではなく，通常の総肝動脈の経路が欠如したもので
あり，その代償として別経路である右副肝動脈および
後膵動脈と前膵十二指腸動脈との吻合により生じた
総細動脈ではないかと考えられた．
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